
Title 坂口安吾「土の中からの話」論 : 典拠・「私」語り

Author(s) 田中, 聡一

Citation 阪大近代文学研究. 2024, 22, p. 65-79

Version Type VoR

URL https://doi.org/10.18910/95295

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



阪大近代文学研究 22（2024. 3） 

坂
口
安
吾
「
土
の
中
か
ら
の
話
」
論 

―
典
拠
・「
私
」
語
り

― 

田
中 

聡
一  

は
じ
め
に 

 

坂
口
安
吾
が
敗
戦
直
後
、
実
兄
・
献
吉
へ
あ
て
た
九
月
一
八
日
付

け
書
簡
に
次
の
文
言
が
見
え
る
。「
今
後
重
大
な
社
会
問
題
と
し
て

は
失
業
対
策
と
し
て
耕
地
問
題
即
ち
地
主
の
土
地
分
割
と
い
う
問

題
が
提
出
せ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が[
中
略]

日
本
眼
前
の
必
要
と

い
う
差
し
せ
ま
っ
た
事
態
と
し
て
之
を
見
て
、
ゴ
マ
化
し
の
き
く
論

法
や
態
度
を
と
ら
ず
、
日
本
永
遠
の
観
点
に
於
て
、
対
処
発
論
せ
ら

る
べ
き
で
す
」（
１
）
。
こ
こ
か
ら
は
、
安
吾
が
こ
の
時
期
、「
耕
地
問
題
」

に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
こ
と
が
端
的
に
う
か
が
え
る
。 

そ
し
て
こ
の
関
心
は
、「
土
の
中
か
ら
の
話
」、「
地
方
文
化
の
確
立

に
つ
い
て
」(

一
九
四
六
・
二
、『
月
刊
に
ひ
が
た
』)

、「
堕
落
論
」

(

一
九
四
六
・
一
二
、『
文
学
季
刊
』)

な
ど
の
実
作
に
結
実
す
る
。
こ

れ
ら
に
は
「
農
民
」
や
「
農
村
」
の
「
精
神
」
に
批
判
的
な
記
述
が

共
通
し
て
見
え
る
。「
土
地
」
を
媒
介
に
、
先
の
書
簡
と
の
通
底
し
た

問
題
意
識
が
指
摘
で
き
る
。 

こ
う
い
っ
た
問
題
に
は
、「
堕
落
論
」(

一
九
四
六
・
四
、『
新
潮
』)

な
ど
の
影
響
力
の
大
き
さ
も
あ
っ
て
か
、
従
来
注
目
が
少
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
安
吾
が
少
な
く
と
も
『
新
潮
』
に
発
表
し
た
「
堕
落
論
」

を
挟
ん
で
敗
戦
か
ら
の
約
一
年
半
の
間
に
、「
耕
地
問
題
」
に
端
を
発

す
る
「
農
民
」「
農
村
」
の
問
題
に
目
を
向
け
て
い
た
こ
と
は
見
逃
せ

な
い
。 

本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
三
作
品
の
う
ち
最
も
早
く
執
筆
さ
れ
た
と
思

し
い
「
土
の
中
か
ら
の
話
」
に
焦
点
を
当
て
る
。
本
作
の
分
析
を
通

じ
て
、
戦
後
の
出
発
期
に
お
け
る
安
吾
の
問
題
意
識
と
そ
れ
に
触
発

さ
れ
た
と
思
し
い
文
学
実
践
を
具
体
的
に
把
握
し
た
い
。 

 

一
、
本
作
の
基
本
的
な
整
理 

 

本
作
の
初
出
は
未
詳
で
あ
る
が
、
単
行
本
『
道
鏡
』(

一
九
四
七
・

一
〇
、
八
雲
書
店)

に
初
収
録
の
際
、
作
品
末
尾
に
付
さ
れ
た
「
昭
和

二
十
年
」
と
い
う
記
載
な
ど
か
ら
、
四
五
年
の
敗
戦
後
に
執
筆
さ
れ

た
と
す
る
の
が
通
説
で
あ
る
（
２
）
。
四
五
年
の
敗
戦
以
後
の
安
吾
作
品

に
関
し
て
は
、
他
に
尾
崎
士
郎
と
の
同
人
誌
『
風
報
』
用
の
原
稿
を

二
つ
執
筆
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
一
二
月
一
一
日
に

「
焼
夷
弾
の
ふ
り
し
き
る
頃
」
を
、
年
末
か
ら
翌
年
に
か
け
て
「
咢
堂

小
論
」
を
そ
れ
ぞ
れ
執
筆
し
た
と
さ
れ
る
（
３
）
。 

こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、
こ
の
二
作
に
て
「
耕
地
問
題
」
や
「
農
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民
」「
農
村
」
へ
の
言
及
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
当
時
、
こ
れ
ら
の
単

語
と
強
く
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
た
の
は
、
第
一
次
農
地
改
革
と
し
て

今
日
一
般
に
知
ら
れ
て
い
る
「
地
主
の
土
地
分
割
と
い
う
」
問
題
だ

ろ
う
。
四
五
年
一
〇
月
九
日
発
足
の
幣
原
喜
重
郎
内
閣
の
農
相
・
松

村
謙
三
が
就
任
直
後
の
記
者
会
見
で
実
施
を
仄
め
か
し
、
世
間
を
騒

が
せ
た
も
の
で
あ
る
。 

前
掲
書
簡
の
内
容
と
時
期
を
考
え
併
せ
る
と
、
本
作
は
こ
の
衝
撃

の
中
で
執
筆
さ
れ
た

―
戦
後
の
安
吾
作
品
の
う
ち
最
も
早
く
執

筆
さ
れ
た

―
蓋
然
性
が
高
い
。
こ
の
意
味
で
、
本
作
に
つ
い
て
考

え
る
こ
と
は
、
戦
後
の
出
発
期
に
お
け
る
安
吾
の
実
作
で
の
試
み
を

問
う
こ
と
に
繋
が
る
。
こ
こ
で
、
本
作
を
分
析
す
る
に
あ
た
り
、
作

品
構
造
に
触
れ
て
お
き
た
い
。 

本
作
で
は
、
前
半
部(

以
下
〈
評
論
〉)
で
「
大
化
改
新
以
来
今
日

ま
で
」
の
「
農
民
」
の
「
排
他
思
想
」、「
自
主
的
に
考
へ
な
い
」
こ

と
へ
の
「
私
」
に
よ
る
批
判
が
な
さ
れ
る
。「
★
」
を
挟
ん
で
後
半
部

(

以
下
〈
創
作
〉)

で
は
、「
土
の
中
か
ら
生
れ
た
小
さ
な
話
」
を
、「
私
」

が
「
予
定
通
り
」
に
「
書
き
た
」
す
。
つ
ま
り
、
本
作
は
「
★
」
を

挟
ん
で
〈
評
論
〉
と
〈
創
作
〉
と
に
分
か
れ
る
構
造
を
有
し
て
お
り
、

そ
の
両
者
を
一
貫
す
る
の
が
「
私
」
の
語
り
で
あ
る
。 

本
文
の
分
析
は
、
四
節
で
詳
し
く
行
う
。
こ
こ
で
は
そ
の
基
本
的

な
構
造
を
把
握
す
る
こ
と
に
留
め
る
。
続
い
て
本
作
に
関
す
る
先
行

論
を
概
観
し
、
本
稿
の
問
題
意
識
を
明
確
に
し
た
い
。 

 

  
二
、
先
行
論
の
概
観
お
よ
び
本
稿
の
問
題
意
識 

 

本
作
に
対
す
る
最
初
の
言
及
は
、
冬
樹
社
版
『
定
本
坂
口
安
吾
全

集
』
第
三
巻(

一
九
六
八
・
七)

の
関
井
光
男
・
肥
田
晧
三
に
よ
る
「
解

題
」
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
こ
の
作
品
は
土
に
ま
つ
わ
る
お
と
し
話

で
あ
」
り
、「
未
定
稿
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
」。
そ
れ
は
本
作
の

「
主
題
が
分
裂
し
て
い
る
か
ら
」
で
あ
る
。
ま
た
、『
土
と
ふ
る
さ
と

の
文
学
全
集
９
』（
一
九
七
六
・
四
、
家
の
光
協
会
）
の
杉
浦
明
平
「
解

説
」
に
は
、「
農
民
論
に
は
耳
を
傾
け
る
部
分
も
あ
り
、
小
説
に
は
ユ

ー
モ
ラ
ス
な
と
こ
ろ
も
あ
る
け
れ
ど
、
全
体
と
し
て
し
ま
り
が
な
い
」

と
あ
る
。 

こ
れ
ら
に
は
、
具
体
的
な
本
文
分
析
や
、
そ
の
主
張
に
対
す
る
具

体
的
根
拠
は
見
ら
れ
な
い
（
４
）
。
し
か
し
両
者
か
ら
は
、〈
評
論
〉
と

〈
創
作
〉
と
の
接
続
部
分
に
関
す
る
問
題
視
が
共
通
し
て
確
認
で
き

る
。
当
該
箇
所
は
、
先
に
見
た
よ
う
に
「
★
」
で
済
ま
さ
れ
て
い
る
。

確
か
に
接
続
の
流
れ
は
ス
ム
ー
ス
で
な
く
、
や
や
乱
暴
な
印
象
さ
え

も
受
け
る
。
た
だ
同
時
に
、「
私
」
が
こ
の
流
れ
を
「
予
定
通
り
」
と

し
て
い
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
議
論
と
テ
ク
ス
ト
内
容

と
の
齟
齬
を
ひ
と
ま
ず
確
認
し
た
う
え
で
、
近
年
の
先
行
論
を
見
て

い
き
た
い
。 

初
め
て
テ
ク
ス
ト
に
即
し
て
具
体
的
な
議
論
を
展
開
し
た
の
は
、

宮
澤
隆
義
「「
思
考
の
地
盤
」
を
掘
る
こ
と

―
「
土
の
中
か
ら
の
話
」」

（
５
）

で
あ
る
。
宮
澤
は
、
同
時
期
に
進
行
し
て
い
た
農
地
改
革
と
、
そ

れ
に
関
わ
る
一
九
三
〇
か
ら
四
〇
年
代
に
お
け
る
歴
史
学
で
積
み

上
げ
ら
れ
た
「
土
地
」
に
関
す
る
議
論
を
参
照
し
、
本
作
を
同
時
代
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状
況
に
配
置
す
る
。
そ
の
う
え
で
、「「
土
の
怨
霊
」
に
つ
い
て
の
議

論
と
「
説
話
物
語
」
の
持
つ
文
脈
を
越
え
て
「
現
代
」
と
接
続
す
る

時
空
間
と
を
重
ね
る
こ
と
で
、「
土
」
の
持
つ
反
復
的
で
亡
霊
的
な
影

響
力
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
」
作
品
と
し
て
本
作
を
評
価
す
る
。 

続
い
て
藤
原
耕
作
「
坂
口
安
吾
「
土
の
中
か
ら
の
話
」
論
」（
６
）
は
、

「
典
拠
と
の
関
係
性
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
」
が
「
一
見
「
分
裂
」
し

て
見
え
る
前
半
と
後
半
と
の
関
わ
り
を
考
え
て
い
く
こ
と
に
も
、
新

た
な
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ
る
」
と
し
て
、
典
拠
の
確
定
を
試
み
る
。

そ
の
上
で
、「
後
半
の
も
く
ろ
み
は
、
前
半
で
「
投
げ
出
」
し
た
「
不

合
理
や
矛
盾
」
に
「
解
決
や
解
釈
」
を
つ
け
る
こ
と
で
は
な
く
、
そ

れ
を
そ
の
ま
ま
「
肯
定
」
し
「
丸
吞
み
」
に
し
、「
笑
ひ
」
に
よ
っ
て

「
昇
天
」
さ
せ
る
こ
と
で
は
な
か
っ
た
か
」
と
、
安
吾
フ
ァ
ル
ス
作
品

の
系
譜
に
位
置
づ
け
る
。 

宮
澤
、
藤
原
両
論
で
は
、
件
の
接
続
部
分
の
解
釈
、
同
時
代
文
脈

や
安
吾
作
品
群
で
の
位
置
づ
け
、
典
拠
へ
の
言
及
が
な
さ
れ
た
。
両

論
に
よ
り
本
作
の
理
解
が
格
段
に
進
展
し
た
こ
と
に
疑
い
は
な
い
。 

た
だ
両
論
は
、
本
作
に
つ
い
て
エ
ッ
セ
イ
な
の
か
小
説
な
の
か
に

つ
い
て
明
言
を
避
け
て
い
る
（
７
）
。
確
か
に
、〈
評
論
〉
と
〈
創
作
〉

で
構
成
さ
れ
る
本
作
の
構
造
を
踏
ま
え
る
と
、
こ
れ
は
妥
当
か
も
し

れ
な
い
。 

し
か
し
、
次
の
事
情
を
踏
ま
え
る
と
、
こ
の
姿
勢
に
は
留
保
が
必

要
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
単
行
本
『
道
鏡
』
の
表
紙
に
「
小
説
集
」

と
あ
る
こ
と
、
同
「
後
記
」
に
「
私
は
、
今
、
こ
の
小
説
集
を
だ
す

に
当
つ
て
」
と
い
う
文
言
が
見
え
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
単
行

本
収
録
時
に
て
本
作
は
、
他
の
自
伝
的
小
説
、
フ
ァ
ル
ス
小
説
、
歴

史
小
説
と
並
ん
で
「
小
説
」
と
み
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え

る
の
だ
。 

以
上
よ
り
、
本
作
を
〈
評
論
〉
と
〈
創
作
〉
で
構
成
さ
れ
る
一
篇

の
「
小
説
」
と
し
て
見
な
す
視
座
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
際
、
本
作

を
一
貫
す
る
「
私
」
語
り
の
構
造
が
問
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。 

こ
の
問
題
意
識
よ
り
、
本
稿
で
は
「
私
」
語
り
の
方
法
を
検
討
す

る
こ
と
で
本
作
に
つ
い
て
考
え
る
。
た
だ
、
作
品
本
文
と
「
典
拠
と

の
関
係
性
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
」
が
、〈
評
論
〉
と
〈
創
作
〉
の
接

続
を
考
え
る
こ
と
に
資
す
る
と
し
た
藤
原
の
言
は
示
唆
的
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
次
節
で
は
藤
原
論
の
成
果
に
依
拠
し
つ
つ
典
拠
の
再
検
討

を
行
い
た
い
。 

 

三
、
典
拠
の
再
検
討 

 

具
体
的
な
検
討
に
移
る
前
に
、
藤
原
の
指
摘
を
確
認
し
た
い
。
藤

原
は
、
前
掲
宮
澤
論
と
『
坂
口
安
吾
蔵
書
目
録
』(

一
九
九
八
・
八
、

新
津
市
文
化
振
興
財
団)

を
参
照
し
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。 

 

[

前
半
の]

主
た
る
典
拠
と
し
て
想
定
さ
れ
た
の
は
瀧
川
政
次

郎
『
法
制
史
上
よ
り
観
た
る
日
本
農
民
の
生
活 

律
令
時
代 

下
』
で
あ
っ
た
。
同
書
上
巻
の
所
蔵
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、

併
せ
て
参
照
し
た
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。
／
次
に
後
半
は
、

[

中
略]

『
今
昔
物
語
集
』[

中
略]

巻
第
二
〇
「
紀
伊
国
名
草
郡

人
造
悪
業
受
牛
身
語 

第
二
十
二
」
が
主
た
る
典
拠
で
あ
る
こ

と
が
判
明
し
た
。(

三
六-

三
七
頁) 
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こ
こ
に
見
え
る
瀧
川
政
次
郎
『
法
制
史
上
よ
り
観
た
る
日
本
農
民

の
生
活 

律
令
時
代
』(

以
下
、『
生
活
』)

は
、
上
巻
が
一
九
二
六
年

四
月
に
、
下
巻
が
そ
の
翌
年
一
〇
月
に
同
人
社
書
店
よ
り
刊
行
さ
れ

た
。
本
書
は
表
題
の
通
り
、
法
制
史
の
観
点
か
ら
古
代
日
本
の
農
民

の
生
活
に
つ
い
て
実
証
的
な
考
察
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
の

議
論
で
注
目
す
べ
き
箇
所
は
、
本
論
前
編
の
第
一
章
「
土
地
制
度
よ

り
観
た
る
農
民
の
生
活
」（
上
巻
、
六
一-

二
〇
二
頁
）
で
あ
る
。
そ

の
要
点
を
記
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。 

大
化
の
改
新
が
行
わ
れ
た
時
代
の
「
口
分
田
一
町
の
収
穫
は
、
平

均
三
百
一
束
四
把
三
分
弱
」
で
あ
る
こ
と
が
「
政
事
要
略
、
第
五
十

三
」
か
ら
導
け
る
。
そ
こ
か
ら
、「
標
準
房
戸
の
口
分
田
の
収
穫
は
、

平
均
約
稲
三
百
九
十
八
束
」
で
あ
る
と
判
明
す
る
。
た
だ
し
、
そ
れ

は
「
収
穫
総
額
」
で
あ
り
、「
収
入
総
額
」
は
「
縦
へ
肥
料
の
額
は
度

外
視
し
て
も
、
種
稲
の
額
だ
け
は
控
除
」
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
収
入
総
額
」
は
「
三
百
七
十
二
束
六
把
七
分
弱
」
と
な
る
。
こ
れ
は

当
時
の
標
準
的
な
家
庭
の
食
糧
を
「
到
底
」「
満
し
得
る
」
も
の
で
は

な
く
、
お
よ
そ
「
五
分
之
三
を
満
た
す
に
過
ぎ
な
い
」。
つ
ま
り
、「
口

分
田
が
令
の
規
定
通
り
に
さ
へ
与
へ
ら
れ
て
居
れ
ば
、
此
の
時
代
の

農
民
の
生
活
が
安
全
で
あ
つ
た
と
考
へ
る
従
来
の
歴
史
家
の
考
へ

は
、
大
き
な
間
違
で
あ
る
と
云
は
ね
ば
な
ら
な
い
」。
ゆ
え
に
、
人
々

が
生
活
し
て
い
く
た
め
に
は
、
農
閑
期
に
別
の
仕
事
を
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
が
、
律
令
の
規
定
で
は
そ
の
時
期
は
納
税
の
時
期
に
当
た

っ
て
い
た
。 

こ
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
瀧
川
の
議
論
は
、
大
化
の
改
新
で
成

立
し
た
と
さ
れ
る
古
代
律
令
国
家
の
公
地
公
民
制
が
名
ば
か
り
の

も
の
で
あ
り
、
口
分
田
か
ら
の
収
入
だ
け
で
は
農
民
が
生
活
で
き
な

い
と
い
う
実
情
を
実
証
的
に
明
ら
か
に
し
た
も
の
と
評
価
で
き
る
。

瀧
川
は
、
欠
陥
を
抱
え
た
名
目
に
過
ぎ
な
い
〈
制
度
〉
と
し
て
の
公

地
公
民
制
に
、〈
個
人
〉
と
し
て
の
〈
農
民
〉
が
如
何
に
対
峙
し
た
か

に
目
を
向
け
る
。
そ
こ
で
は
、〈
農
民
〉
が
「
土
地
」
を
媒
介
と
し
て
、

如
何
に
天
皇
や
貴
族
、
武
士
と
い
っ
た
権
力
者
と
関
係
を
取
り
結
ん

だ
か
と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
る
。
た
だ
し
『
生
活
』
は
、
公
地
公
民

制
の
建
前
と
〈
農
民
〉
の
相
克
が
武
家
政
権
を
成
立
さ
せ
る
に
至
っ

た
、
と
い
う
記
述
に
留
ま
っ
て
い
る
。
差
し
当
た
り
こ
の
こ
と
を
お

さ
え
、
藤
原
の
議
論
を
続
け
て
確
認
す
る
。 

『
生
活
』
下
巻
に
加
え
て
藤
原
は
、〈
評
論
〉
に
お
け
る
各
記
述
の

典
拠
と
し
て
次
の
五
つ
も
指
摘
し
て
い
る
。
田
中
丘
隅
『
民
間
省
要
』、

結
城
哀
草
果
『
続
村
里
生
活
記
』(

一
九
三
七
・
三
、
岩
波
書
店)

所

収
の
「
寒
山
拾
得
」、『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
八
「
信
濃
守
藤
原
陳
忠

落
入
御
坂
語 

第
三
十
八
」、『
日
本
後
記
』
巻
二
一
「
嵯
峨
天
皇
弘

仁
二
年
三
月
甲
寅
」、『
日
本
文
徳
天
皇
実
録
』
巻
四
「
仁
寿
二
年
二

月
壬
戌
」
が
そ
れ
で
あ
る
（
８
）
。 

藤
原
の
議
論
を
簡
単
に
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
ま
ず

〈
評
論
〉
で
は
、『
生
活
』
下
巻
が
「
日
本
の
歴
史
」
を
語
る
際
の
典

拠
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
独
立
し
て
、『
民
間
省
要
』
以
下
の
五
点
が
個

別
の
記
述
に
採
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、〈
創
作
〉
の
典
拠
に
は
『
今

昔
物
語
集
』
前
掲
話
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。 

確
か
に
【
口
分
田
の
班
給
→
重
税
の
脱
税
→
荘
園
の
発
展
→
貴
族

の
没
落
→
武
士
の
勃
興
】
と
い
う
、〈
評
論
〉
で
「
私
」
が
「
日
本
の
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歴
史
」
を
語
る
図
式
は
、
藤
原
が
言
う
よ
う
に
「
瀧
川
書
を
ほ
ぼ
忠

実
に
な
ぞ
っ
た
も
の
」
で
あ
る
（
９
）
。
し
か
し
、『
生
活
』
に
は
藤
原

が
言
及
し
て
い
な
い
重
要
な
記
述
も
見
え
る
。
次
に
引
用
す
る
も
の

は
、
藤
原
の
見
立
て
に
再
考
を
迫
る
も
の
で
あ
る
。 

 

日
本
霊
異
記
に
は
、
聖
武
天
皇
の
御
代
に
、
紀
伊
国
名
草
郡
三

上
村
の
人
々
が
、
薬
王
寺
の
音
楽
料
を
岡
田
村
主
某
と
云
ふ
者

に
預
け
て
、
酒
を
作
ら
し
め
て
利
息
を
収
め
た
が
、
或
人
が
其

の
酒
を
借
り
て
償
は
ず
し
て
死
ん
だ
為
め
に
、
死
後
牛
と
生
れ

替
つ
て
其
の
債
務
を
果
し
た
と
云
ふ
話
が
見
え
て
ゐ
る 

（
上

巻
、
二
一
九-

二
二
〇
頁
） 

 

肥
後
守
道
首
名
、
美
濃
介
藤
原
高
房
、
備
国
守
大
伴
今
久
等
の

良
国
司
が
、
何
れ
も
其
の
溝
池
修
築
の
功
に
よ
つ
て
人
民
か
ら

感
謝
さ
れ
て
ゐ
る[

後
略]

（
下
巻
、
三
一
七-
三
一
八
頁
。「
今

久
」
は
「
今
人
」
の
誤
記
か
。） 

 

今
昔
物
語
に
は
、
国
司
が
其
の
本
來
の
面
目
を
発
揮
し
た
面
白

い
話
が
見
え
て
て[

マ
マ]

ゐ
る
。
信
濃
守
藤
原
陳
忠
は
、
任
期

終
へ
て
都
に
還
る
途
中[

後
略]

（
下
巻
、
三
八
一
頁
） 

 

こ
れ
ら
三
つ
の
う
ち
一
つ
目
の
引
用
は
、
藤
原
が
〈
創
作
〉
の
典

拠
と
し
て
指
摘
し
て
い
た
『
今
昔
物
語
集
』
巻
第
二
〇
「
紀
伊
国
名

草
郡
人
造
悪
業
受
牛
身
語 

第
二
十
二
」
の
出
典
と
さ
れ
る
『
日
本

霊
異
記
』
中
巻
「
㒃
用
寺
息
利
酒
不
償
死
作
牛
役
之
償
債
縁 

第
三

十
二
」
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。
二
つ
目
の
引
用
の
う
ち
、「
藤
原
高

房
」
に
関
す
る
記
述
は
『
文
徳
天
皇
実
録
』
巻
四
「
仁
寿
二
年
二
月

壬
戌
」
に
、「
大
伴
今
久[

人]

」
に
関
す
る
記
述
は
『
日
本
後
紀
』
巻

二
一
「
嵯
峨
天
皇
弘
仁
二
年
三
月
甲
寅
」
に
そ
れ
ぞ
れ
見
え
る
。
三

つ
目
の
引
用
の
、「
藤
原
陳
忠
」
の
記
述
は
『
今
昔
』
巻
二
八
「
信
濃

守
藤
原
陳
忠
落
入
御
坂
語 

第
三
十
八
」
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
に
、『
生
活
』
下
巻
の
記
述
に
は
、
藤
原
が
個
別
に
指
摘

し
て
い
た
〈
評
論
〉
の
典
拠
の
一
部
が
確
認
で
き
る
。
さ
ら
に
、〈
創

作
〉
の
典
拠
と
さ
れ
て
い
た
『
今
昔
物
語
集
』
の
出
典
が
『
生
活
』

上
巻
に
見
え
る
こ
と
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
こ
の
事
情
を
踏
ま
え

た
場
合
、
藤
原
が
あ
く
ま
で
「
可
能
性
」
と
し
て
提
示
し
て
い
た
、

『
生
活
』
上
巻
が
参
照
さ
れ
た
蓋
然
性
は
高
い
。〈
創
作
〉
の
典
拠
は

『
日
本
霊
異
記
』
中
巻
「
㒃
用
寺
息
利
酒
不
償
死
作
牛
役
之
償
債
縁 

第
三
十
二
」
に
求
め
る
べ
き
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、『
生
活
』
上
巻
を
も

典
拠
に
求
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
本
作
を
考
察
す
る
際
、
先
に
整
理
し

た
瀧
川
の
一
連
の
議
論
も
視
野
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

『
生
活
』
の
記
述
と
本
作
の
記
述
を
詳
細
に
再
検
討
し
て
き
た
こ

と
で
見
え
て
き
た
の
は
、『
生
活
』
下
巻
だ
け
で
な
く
、
上
巻
ま
で
も

が
〈
評
論
〉
と
〈
創
作
〉
に
ま
た
が
っ
て
典
拠
と
な
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、〈
創
作
〉
の
典
拠
は
、
藤
原
の
指
摘
し
た

『
今
昔
物
語
集
』
で
は
な
く
、
そ
の
典
拠
で
あ
る
『
日
本
霊
異
記
』
に

求
め
る
必
要
が
あ
る
（
１
０
）
。
以
上
の
議
論
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
続

い
て
具
体
的
に
作
品
本
文
を
検
討
す
る
。 
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四
、「
私
」
語
り
の
検
討 

 

先
述
の
通
り
、
小
説
「
土
の
中
か
ら
の
話
」
を
分
析
す
る
に
あ
た

っ
て
は
、
そ
の
「
私
」
語
り
の
方
法
を
問
う
必
要
が
あ
る
。
本
節
で

は
〈
評
論
〉
と
〈
創
作
〉
を
個
別
に
検
討
す
る
。
以
下
、
順
に
見
て

い
く
。 

 

四
―
一
、〈
評
論
〉
の
検
討 

 

本
作
冒
頭
で
は
、「
私
」
が
子
供
の
頃
に
「
新
聞
紙
」
を
ま
た
い
だ

と
き
、「
新
聞
記
者
」
の
「
親
父
」
か
ら
叱
ら
れ
た
こ
と
が
語
ら
れ
る
。

「
私
」
は
そ
の
理
由
を
、「
誰
し
も
自
分
の
商
売
に
就
て
は
」「
い
の
ち
」

を
感
じ
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
と
推
測
す
る
。
と
い
う
の
も
、

小
説
家
の
「
私
」
に
と
っ
て
「
原
稿
用
紙
」、「
書
き
あ
げ
た
五
十
枚

ほ
ど
の
小
説
」
は
「
身
体
の
一
部
分
」
の
よ
う
に
大
切
な
も
の
で
あ

る
か
ら
だ
。
こ
れ
に
続
い
て
、「
レ
タ
ー
・
ペ
ー
パ
ー
」
と
「
原
稿
用

紙
」
を
め
ぐ
る
「
友
達
の
画
家
」
と
「
私
」
と
の
見
解
の
す
れ
違
い

が
語
ら
れ
る
。 

こ
の
よ
う
に
冒
頭
で
は
、「
原
稿
用
紙
」
が
小
説
家
の
「
私
」
に
と

っ
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
存
在
と
し
て
繰
り
返
し
提
示
さ
れ
る
。
そ

し
て
、〈
評
論
〉
の
核
と
な
る
「
農
民
」「
農
村
」
の
「
精
神
」
批
判

を
展
開
す
る
端
緒
に
て
「
私
」
は
、「
農
民
と
い
ふ
も
の
は
や
つ
ぱ
り

我
々
同
様
、
作
者
」
だ
と
、
自
身
と
「
農
民
」
を
な
ぞ
ら
え
つ
つ
、

次
の
よ
う
に
述
べ
る
。 

す
な
わ
ち
、
小
説
家
の
「
私
」
に
と
っ
て
の
「
原
稿
用
紙
」
は
、

「
農
民
」
に
と
っ
て
は
「
土
」
に
相
当
す
る
。
し
か
し
、「
原
稿
用
紙

自
体
は
思
索
す
る
こ
と
も
推
敲
す
る
こ
と
も
な
い
の
に
比
べ
る
と
、

土
自
体
に
は
発
育
の
力
も
具
は
つ
て
ゐ
る
」。
こ
こ
で
、「
私
」
に
と

っ
て
の
「
原
稿
用
紙
」
は
、「
思
索
」「
推
敲
」
を
「
作
者
」
た
る
「
私
」

に
要
請
す
る
モ
ノ
と
さ
れ
て
い
る
。 

こ
れ
に
加
え
て
、
本
箇
所
か
ら
は
「
私
」
語
り
の
性
格
が
端
的
に

う
か
が
え
る
。
そ
れ
を
確
認
す
る
た
め
に
、
宗
像
和
重
「
制
度
と
し

て
の
原
稿
用
紙

―
そ
の
予
備
的
考
察

―
」（
１
１
）
を
参
照
し
た
い
。

宗
像
は
、
原
稿
用
紙
が
当
初
翻
訳
の
現
場
で
必
要
と
さ
れ
た
こ
と
、

お
よ
び
四
百
字
詰
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
が
文
学
者
に
と
っ
て
共
通
の

も
の
に
な
っ
た
の
が
明
治
四
〇
年
前
後
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て

い
る
。 

ま
さ
に
、
小
説
家
の
「
私
」
に
と
っ
て
、「
原
稿
用
紙
」
と
は
自
身

の
職
業
に
ま
つ
わ
る
〈
制
度
〉
と
し
て
あ
っ
た
と
言
え
る
。
そ
し
て
、

「
私
」
は
こ
の
「
原
稿
用
紙
」
の
〈
制
度
〉
に
自
覚
的
で
あ
る
。
と
い

う
の
も
、「
私
」
は
冒
頭
で
「
五
十
枚
の
小
説
」
と
す
る
よ
う
に
、「
小

説
」
が
「
原
稿
用
紙
」
に
規
定
さ
れ
る
こ
と
に
自
己
言
及
的
だ
か
ら

だ
。
つ
ま
り
「
私
」
は
、
そ
こ
に
文
字
を
書
き
つ
け
る
主
体
に
「
思

索
」「
推
敲
」
を
要
求
す
る
「
原
稿
用
紙
」
に
向
か
い
、「
思
索
」「
推

敲
」
を
重
ね
つ
つ
、
本
作
を
「
作
る
」
存
在
と
し
て
自
身
を
提
示
し

て
い
る
。「
原
稿
用
紙
」
の
上
で
「
小
説
」
を
「
作
る
」
と
い
う
こ
と

に
言
及
し
つ
つ
、「
原
稿
用
紙
」
の
上
で
本
作
を
「
作
る
」
と
い
う
行

為
遂
行
的
な
営
み
。
本
作
の
「
私
」
語
り
は
、
冒
頭
に
て
如
上
の
図

式
で
提
示
さ
れ
る
。
本
作
は
、「
小
説
」
を
「
作
る
」「
私
」
の
創
作

行
為
の
過
程
を
描
く
メ
タ
小
説
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 
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続
い
て
、「
大
化
改
新
以
来
今
日
ま
で
」
の
「
歴
史
」
が
、「
土
地
」

と
「
農
民
」
を
軸
に
語
ら
れ
る
。
こ
の
箇
所
は
、「
土
と
農
民
と
の
関

係
」
が
「
大
化
改
新
以
来
」「
殆
ど
変
化
」
な
く
続
い
て
お
り
、「
損

得
勘
定
」
が
「
奈
良
朝
の
昔
か
ら
今
に
至
る
一
貫
し
た
農
村
の
性
格
」

で
あ
る
こ
と
を
述
べ
立
て
る
た
め
に
置
か
れ
て
い
る
。
先
に
も
見
た

よ
う
に
、
一
連
の
記
述
は
、『
生
活
』
と
田
中
丘
隅
『
民
間
省
要
』
に

大
き
く
拠
っ
て
い
る
。
た
だ
同
時
に
、「
私
」
の
議
論
と
そ
れ
ら
と
の

差
異
も
問
わ
れ
ね
ば
な
る
ま
い
。
と
い
う
の
も
、
藤
原
も
指
摘
し
て

い
る
が
、「
歴
史
」
の
「
原
動
力
」
と
し
て
の
「
農
民
」
の
動
き
に
、

「
私
」
は
『
生
活
』
と
は
異
な
る
見
解
を
提
示
し
て
い
る
か
ら
だ
。 

ま
ず
、『
生
活
』
で
は
藤
原
氏
の
隆
盛
が
朝
廷
権
力
の
衰
退
を
も
た

ら
し
、
ゆ
え
に
荘
園
が
増
し
て
国
衙
が
減
少
し
た
と
い
う
「
従
來
の

歴
史
家
」
の
説
が
次
の
よ
う
に
否
定
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、「
背
後
に

は
調
庸
の
重
課
を
遁
れ
、
国
司
の
誅
求
を
避
け
ん
と
す
る
民
衆
の
大

き
な
力
が
働
い
て
ゐ
る
」（
下
巻
、
一
四
八
頁
）。
あ
る
い
は
、
摂
関

政
治
の
始
り
は
「
不
当
な
る
律
令
の
土
地
及
租
税
の
制
度
の
桎
梏
よ

り
脱
去
せ
ん
と
す
る
民
衆
の
力
、
則
ら[

マ
マ]

農
民
の
動
き
の
結
果
」

（
下
巻
、
四
四
八
頁
）
と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、『
生
活
』
は
「
農

民
」
の
行
為
に
肯
定
的
と
言
え
る
。 

翻
っ
て
「
私
」
は
、「
逃
亡
」
や
「
浮
浪
」、「
戸
籍
」
の
「
ご
ま
か
」

し
に
よ
る
「
脱
税
」、
さ
ら
に
「
荘
園
」
へ
の
「
土
地
」
の
「
寄
進
」

と
い
っ
た
「
法
規
の
目
を
く
ぐ
る
と
い
ふ
狡
猾
な
手
し
か
対
処
の
法
」

が
な
か
っ
た
「
農
民
の
個
人
々
々
の
損
得
観
念
、
損
得
勘
定
の
合
計

が
日
本
の
歴
史
を
動
か
し
て
ゐ
る
」
と
す
る
。
し
か
し
、
彼
ら
は
そ

の
よ
う
に
言
わ
れ
て
も
「
納
得
し
な
い
に
相
違
な
」
い
。「
農
民
」
は

「
思
考
の
中
心
が
自
我
に
な
く
、
そ
の
代
り
、
い
は
ば
思
考
の
中
心
点

が
自
我
の
「
損
得
」
に
存
し
て
ゐ
る
」。
こ
の
よ
う
に
「
私
」
は
、「
農

民
」
を
自
己
反
省
が
欠
如
し
た
存
在
と
し
て
否
定
的
に
見
て
い
る
。 

こ
こ
か
ら
、「
農
民
」
の
行
為
を
評
価
す
る
点
で
「
私
」
が
典
拠
の

『
生
活
』
か
ら
逸
脱
し
た
語
り
を
行
っ
て
い
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
「
私
」

の
「
思
索
」
の
痕
跡
が
見
て
取
れ
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
次
の
二
点

も
指
摘
し
た
い
。
ま
ず
「
私
」
は
、
瀧
川
が
提
示
し
た
「
大
化
改
新
」

で
な
さ
れ
た
公
地
公
民
制
、
つ
ま
り
「
土
地
の
国
有
」
が
名
目
と
し

て
の
〈
制
度
〉
に
過
ぎ
な
か
っ
た

―
農
民
の
生
活
の
維
持
と
い
う

点
に
お
い
て
欠
陥
を
抱
え
た
〈
制
度
〉
で
あ
っ
た

―
と
い
う
こ
と

を
受
容
し
て
い
る
こ
と
（
１
２
）
。
そ
し
て
、「
私
」
が
そ
の
主
張
を
踏
ま

え
た
上
で
な
お
、〈
制
度
〉
に
対
す
る
〈
個
人
〉
つ
ま
り
「
農
民
」
の

動
き
に
否
定
的
な
解
釈
を
加
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。 

後
者
に
つ
い
て
詳
し
く
言
え
ば
、「
私
」
の
批
判
の
眼
目
は
、
名
目

に
す
ぎ
な
い
〈
制
度
〉
に
よ
っ
て
不
利
益
を
被
る
は
ず
の
「
農
民
個

人
」
の
抵
抗
の
仕
方
が
「
法
規
の
目
を
く
ぐ
る
と
い
ふ
」
も
の
で
あ

る
以
上
、〈
制
度
〉
の
範
疇
を
超
え
出
な
い
こ
と
に
あ
る
。「
農
民
は

常
に
今
居
る
現
実
を
善
と
し
真
と
し
美
と
し
、
こ
れ
を
改
良
す
る
こ

と
を
不
善
と
す
る
」
の
だ
。
さ
ら
に
そ
の
こ
と
が
「
日
本
歴
史
を
動

か
し
た
」
と
言
わ
れ
た
と
し
て
も
彼
等
が
「
納
得
し
な
い
」
こ
と
、

い
わ
ば
「
農
民
」
の
「
個
人
々
々
」
が
そ
の
行
為
の
性
格
に
無
自
覚

な
こ
と
へ
の
批
判
と
言
え
る
。
以
上
を
ま
と
め
る
と
、
そ
の
動
機
が

「
損
得
」
に
あ
る
こ
と
を
認
め
つ
つ
、
名
目
に
過
ぎ
な
い
に
せ
よ
〈
制

度
〉
に
対
峙
す
る
「
農
民
」
を
評
価
す
る
の
が
『
生
活
』
だ
と
す
れ

ば
、
そ
の
対
峙
の
仕
方
が
〈
制
度
〉
の
範
疇
に
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
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そ
の
こ
と
に
無
自
覚
な
こ
と
を
問
題
視
す
る
の
が
「
私
」
だ
と
言
え

る
。 以

後
、「
損
得
勘
定
」
に
と
ら
わ
れ
、「
改
良
の
精
神
」
を
持
た
ず
、

自
己
反
省
の
欠
如
し
た
「
農
民
」
の
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
へ
の
批
判
が
続

く
。
そ
こ
で
は
、「
農
民
」
が
歴
史
を
通
し
て
「
徹
頭
徹
尾
己
れ
の
損

得
観
念
」
に
と
ら
わ
れ
て
い
る
こ
と
、「
日
本
の
農
村
だ
け
は
、
他
人

だ
け
悪
く
て
、
自
分
は
悪
く
な
い
」
と
い
う
主
張
が
言
わ
れ
る
。「
結

城
哀
草
果
」、『
生
活
』、「
越
後
の
農
村
の
諺
」、「
伊
太
利
喜
劇
」、「
今

昔
物
語
」
と
い
っ
た
、
洋
の
東
西
と
時
代
を
問
わ
な
い
具
体
例
の
羅

列
は
、「
私
」
の
主
張
を
補
強
す
る
た
め
に
置
か
れ
て
い
る
と
言
え
る
。 

た
だ
し
、
本
稿
の
問
題
意
識
の
上
で
注
目
し
た
い
の
は
、〈
創
作
〉

に
至
る
直
前
の
次
の
箇
所
で
あ
る
。
少
々
長
く
な
る
が
、
次
に
引
用

す
る
。 

 

こ
れ[

自
己
反
省
の
欠
如]

は
一
つ
は
土
の
せ
ゐ
だ
。[

中
略]

農

民
の
大
地
は
自
分
の
耕
す
寸
土
だ
け
で[

中
略]
た
だ
こ
の
寸

土
と
そ
れ
を
め
ぐ
る
関
係
以
外
に
精
神
が
と
ど
か
な
い
の
で
、

人
間
だ
か
、
土
の
虫
だ
か
、
分
か
ら
ぬ
や
う
な
奇
妙
な
生
活
感

情
か
ら
ぬ
け
だ
せ
な
い
。
土
地
の
私
有
が
な
く
な
ら
ぬ
限
り
、

農
村
の
魂
は
人
間
よ
り
も
土
の
虫
に
近
い
も
の
か
ら
抜
け
だ

す
こ
と
は
出
来
な
い
や
う
だ
。[

中
略]

農
村
は
昔
の
ま
ま
だ
。

そ
れ
は
土
が
昔
の
ま
ま
で
、
そ
の
土
を
所
有
し
て
ゐ
る
か
ら
で

あ
る
。
だ
か
ら
、
こ
の
噺
は
土
の
中
か
ら
生
れ
た
噺
な
の
だ
が
、

そ
れ
な
ら
、
農
民
が
土
を
私
有
し
な
く
な
つ
た
ら
こ
ん
な
噺
は

な
く
な
る
か
と
い
ふ
と
、
然
し
、
農
民
が
土
を
私
有
し
な
く
な

る
、
と
こ
ろ
が
、
困
つ
た
こ
と
に
、
農
民
が
土
の
怨
霊
か
ら
脱

け
だ
す
時
が
き
て
も
、
人
間
と
い
ふ
奴
が
、
死
ん
だ
あ
と
で
は

土
の
中
へ
う
め
ら
れ
て
土
に
還
つ
て
し
ま
ふ
の
で
、
ど
う
も
、

こ
れ
は
、
困
つ
た
因
縁
だ
。
結
局
、
話
が
人
間
と
い
ふ
こ
と
に

な
つ
て
は
、
私
の
屁
理
屈
や
お
し
や
べ
り
は
も
う
及
び
も
つ
か

な
い
。
と
に
か
く
私
は
予
定
通
り
、
土
の
中
か
ら
生
れ
て
来
た

小
さ
な
話
を
書
き
た
し
て
お
か
う
。(

一
六
三
頁) 

 

こ
こ
で
は
、「
農
村
」
が
「
昔
の
ま
ま
」
で
あ
る
の
が
、「
土
が
昔

の
ま
ま
で
、
そ
の
土
を
所
有
し
て
ゐ
る
か
ら
」
と
さ
れ
る
。
注
目
す

べ
き
は
、「
土
を
所
有
」
す
る
こ
と
と
「
土
を
私
有
」
す
る
こ
と
が
区

別
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。『
生
活
』
か
ら
「
私
」
が
逸
脱
し
て
語

る
箇
所
を
振
り
返
り
た
い
。
す
る
と
、『
生
活
』
で
は
〈
制
度
〉
の
欠

陥
を
利
用
し
て
「
農
民
」
が
「
土
地
」
を
媒
介
に
権
力
者
と
関
係
を

取
り
結
ん
で
い
た
こ
と
が
肯
定
的
に
言
わ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、

「
農
民
」
が
〈
制
度
〉
に
と
ら
わ
れ
て
い
な
が
ら
そ
れ
に
無
自
覚
で
あ

る
と
し
て
、「
私
」
は
否
定
的
な
の
で
あ
っ
た
。 

つ
ま
り
「
私
」
は
、「
農
民
が
土
を
私
有
し
な
く
な
る
」
か
ら
と
い

っ
て
、〈
制
度
〉
上
の
「
私
有
」
者
が
変
わ
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
そ
の

〈
制
度
〉
に
規
定
さ
れ
た
「
農
民
」
が
「
土
」
を
「
所
有
」
す
る
関
係

が
不
変
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
を
自
明
視
す
る
こ
と
を
問
題
に

し
て
い
る
（
１
３
）
。「
土
」
は
、「
農
民
」
に
「
所
有
」
さ
れ
る
こ
と
で

「
寸
土
」
す
な
わ
ち
「
耕
作
」
す
る
「
土
地
」
に
な
る
。
繰
り
返
し
に

な
る
が
、「
寸
土
」
を
規
定
す
る
の
は
、「
農
民
」
が
無
自
覚
に
と
ら

わ
れ
た
ま
ま
の
〈
制
度
〉
に
他
な
ら
な
い
。 
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こ
の
理
路
に
よ
っ
て
、
自
己
反
省
が
欠
如
し
て
い
る
た
め
に
「
大

化
改
新
以
来
今
日
ま
で
」
変
わ
ら
ず
に
来
っ
た
、〈
制
度
〉
に
と
ら
わ

れ
、
そ
れ
に
目
を
向
け
る
こ
と
の
な
い
「
農
民
」
の
「
精
神
」
を
「
改

良
」
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。「
昔
の
ま
ま
」
で
あ
る
「
土
」
と
は
、

そ
の
意
味
で
〈
制
度
〉
に
規
定
さ
れ
た
「
土
地
」
の
謂
い
で
あ
ろ
う
。

「
土
」
と
自
己
と
の
関
係
性
に
自
覚
的
に
な
る
こ
と
が
、「
所
有
」
を

規
定
す
る
〈
制
度
〉
そ
の
も
の
に
目
を
向
け
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
「
大

化
改
新
以
来
今
日
ま
で
殆
ど
変
化
と
い
ふ
も
の
が
な
い
」「
農
民
」
の

「
精
神
」
を
「
改
良
」
す
る
契
機
と
な
る
の
で
あ
る
。 

し
か
し
、「
農
民
」
に
関
す
る
議
論
が
「
人
間
と
い
ふ
こ
と
」
に
な

る
と
、「
私
の
屁
理
屈
や
お
し
や
べ
り
は
も
う
及
び
も
つ
か
な
い
」。

そ
こ
で
、「
私
」
は
「
予
定
通
り
」
に
「
土
の
中
か
ら
生
れ
て
来
た
小

さ
な
話
」、
つ
ま
り
〈
創
作
〉
を
「
書
き
た
」
す
の
で
あ
る
。「
私
」

が
「
人
間
」
に
つ
い
て
は
口
ご
も
ら
ざ
る
を
得
な
い
ゆ
え
に
〈
創
作
〉

を
「
書
き
た
」
す
こ
と
の
意
味
を
考
え
る
上
で
、
こ
の
「
話
」
が
、

す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、『
日
本
霊
異
記
』
を
典
拠
と
し
て
い
る
こ

と
は
重
要
で
あ
る
。 

つ
ま
り
、
本
来
異
質
な
も
の
で
あ
る
は
ず
の
「
土
」
と
典
拠
と
が
、

〈
創
作
〉
の
直
前
で
、
言
葉
の
上
で
等
価
に
扱
わ
れ
る
の
だ
。
す
る
と

〈
創
作
〉
は
、
小
説
家
の
「
私
」
が
典
拠
（
＝
「
土
」）
の
『
日
本
霊

異
記
』
を
、「
原
稿
用
紙
」（
＝
〈
制
度
〉）
の
上
で
実
際
に
「
改
良
」

し
て
み
せ
る
も
の
と
言
え
る
。
そ
の
意
味
で
「
予
定
通
り
」
と
い
う

語
は
、
小
説
家
の
「
私
」
が
抽
象
的
な
「
人
間
」
の
議
論
に
「
及
び

も
つ
か
な
い
」
代
わ
り
に
、「
農
民
」
の
「
精
神
」
に
対
す
る
自
ら
の

主
張
を
、「
小
説
」
と
い
う
自
身
の
領
分
で
実
践
す
る
こ
と
へ
の
意
識

的
な
あ
り
さ
ま
を
示
し
て
い
る
だ
ろ
う
。 

こ
れ
ま
で
の
議
論
と
、「
原
稿
用
紙
」
の
上
で
自
覚
的
に
本
作
を

「
作
る
」
と
い
う
行
為
遂
行
的
な
語
り
の
性
格
と
を
総
合
し
た
い
。
す

る
と
、〈
評
論
〉
の
語
り
は
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

「
私
」
は
「
思
索
」「
推
敲
」
を
し
な
が
ら
、「
原
稿
用
紙
」
に
向
か
い
、

「
自
主
的
に
考
へ
」
な
い
「
農
民
」
の
「
精
神
」
を
問
題
化
す
る
。
そ

れ
は
、「
土
」
を
「
土
地
」、「
寸
土
」
と
し
て
規
定
す
る
〈
制
度
〉
に

目
を
向
け
さ
せ
よ
う
と
す
る
主
張
と
言
え
る
。「
私
」
は
、
そ
の
主
張

を
典
拠
に
触
発
さ
れ
な
が
ら
、
し
か
し
、
無
批
判
に
受
け
入
れ
る
の

で
は
な
く
、「
改
良
」
と
い
う
「
思
索
」
を
交
え
て
行
っ
て
い
る
。 

次
に
、「
予
定
通
り
」
に
「
書
き
た
」
さ
れ
た
「
私
」
の
主
張
の
実

践
と
し
て
の
〈
創
作
〉
を
検
討
す
る
。 

 

四
―
二
、〈
創
作
〉
の
検
討 

 

〈
創
作
〉
と
典
拠
『
日
本
霊
異
記
』
の
大
筋
は
、
酒
を
返
せ
ず
に
死

ん
だ
「
物
部
麿
」
が
死
後
、「
牛
」
と
な
っ
て
働
か
さ
れ
る
も
、
最
終

的
に
は
解
放
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
、
細
か

い
筋
や
登
場
人
物
の
レ
ベ
ル
で
は
、
異
同
も
少
な
く
な
い
。
そ
れ
ら

の
詳
細
な
整
理
は
藤
原
論
に
譲
る
が
、
な
か
で
も
「
和
尚
」
と
「
桜

大
娘
」
と
い
う
登
場
人
物
と
、
こ
の
二
人
に
関
わ
る
末
尾
が
重
要
で

あ
る
。 

そ
も
そ
も
「
和
尚
」
は
『
日
本
霊
異
記
』
に
は
登
場
し
な
い
。「
牛
」

が
出
る
の
は
、「
和
尚
」
で
は
な
く
、「
石
人
」
な
る
人
物
の
夢
の
中

で
あ
る
。
そ
し
て
「
桜
大
娘
」
は
『
日
本
霊
異
記
』
に
て
「
石
人
」
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の
妹
で
あ
り
、「
麿
」
が
「
二
斗
の
酒
」
を
返
さ
な
か
っ
た
こ
と
を
証

言
す
る
人
物
で
あ
る
。
藤
原
が
正
し
く
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、

「「
薬
王
寺
の
坊
主
」
＝
「
和
尚
」
と
「
物
部
麿
」
の
「
女
房
」
と
し

て
の
「
桜
大
娘
」
と
は
「
小
さ
な
話
」
に
て
仮
構
さ
れ
た
人
物
」
な

の
で
あ
る
。 

そ
し
て
『
日
本
霊
異
記
』
の
末
尾
で
は
、
仏
典
「
成
実
論
」
の
「
当

知
負
債
不
償
。
非
尤
彼
報
。
豈
敢
忘
矣
。
所
以
成
実
論
云
。
若
人
負

債
不
償
堕
牛
羊
麞
鹿
驢
馬
等
中
償
其
宿
債
者
。
其
斯
謂
之
矣
」（
１
４
）

と
い
う
、
負
債
の
返
済
が
能
わ
な
け
れ
ば
禽
獣
に
身
を
落
と
し
て
そ

れ
を
返
済
せ
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
諭
す
一
節
が
引
か
れ

る
。
対
し
て
〈
創
作
〉
の
末
尾
で
は
、「
麿
」
の
結
婚
相
手
で
あ
っ
た

「
桜
大
娘
」
と
「
和
尚
」
の
会
話
が
語
ら
れ
て
い
る
。
以
上
を
念
頭
に
、

〈
創
作
〉
を
順
に
見
て
い
き
た
い
。 

ま
ず
冒
頭
で
は
、
怠
け
者
の
「
麿
」
が
「
桜
大
娘
」
と
の
婚
礼
の

際
に
彼
女
か
ら
言
わ
れ
て
「
和
尚
」
か
ら
借
り
た
酒
を
返
せ
ぬ
ま
ま

危
篤
に
陥
る
。
そ
の
後
、「
和
尚
」
が
「
お
釈
迦
様
が
経
文
に
説
い
て

お
い
で
に
な
る
こ
と
」
と
し
て
「
麿
」
に
「
牛
に
生
れ
変
つ
て
き
て
、

八
年
間
働
か
ね
ば
な
」
ら
な
い
と
い
う
宣
告
を
行
う
。
翌
朝
、「
寺
男
」

が
「
牛
」
を
発
見
し
た
こ
と
を
「
和
尚
」
に
告
げ
る
と
、「
あ
あ
、
さ

う
か
、
よ
し
よ
し
、
そ
れ
で
は
ゆ
ふ
べ
死
ん
だ
も
の
と
み
え
る
。
そ

れ
は
ウ
チ
の
牛
だ
か
ら
今
日
か
ら
野
良
に
使
ふ
が
よ
い
」
と
彼
は
答

え
る
。
そ
れ
に
対
し
「
寺
男
」
は
、「
和
尚
」
が
「
牛
」
を
購
入
し
た

の
か
、
と
問
い
返
す
。「
和
尚
」
は
「
マ
ア
、
さ
う
ぢ
や
。」
と
答
え

を
濁
す
。 

こ
こ
か
ら
は
、「
和
尚
」
が
「
寺
男
」
と
の
会
話
を
ズ
ラ
し
て
い
る

さ
ま
が
う
か
が
え
る
。
宮
澤
が
言
う
よ
う
に
、「
和
尚
」
は
「
い
か
に

し
て
麿
を
所
有
す
る
こ
と
に
な
る
か
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
」
を
明
ら
か

に
し
な
い
。
加
え
て
次
の
三
点
も
確
認
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、「
寺

男
」
が
「
和
尚
」
の
行
為
を
微
塵
も
気
に
掛
け
ず
、「
牛
」
を
容
赦
な

く
酷
使
す
る
こ
と
。
そ
し
て
「
牛
」
な
ら
ぬ
「
麿
」
は
「
五
年
間
」

辛
抱
し
た
も
の
の
耐
え
き
れ
な
く
な
り
、
毎
晩
の
よ
う
に
「
和
尚
」

の
夢
に
現
れ
、
彼
を
苦
し
め
る
こ
と
。
こ
の
「
牛
」
の
行
為
に
頭
を

悩
ま
さ
れ
た
「
和
尚
」
は
、「
こ
の
へ
ん
で
勘
弁
し
て
や
る
の
も
功
徳

と
い
ふ
も
の
だ
ら
う
」
と
考
え
、「
特
別
に
慈
悲
を
し
て
や
ら
う
」
と

「
牛
」
に
告
げ
て
解
放
す
る
こ
と
。 

以
上
見
て
き
た
三
者
を
め
ぐ
る
冒
頭
か
ら
の
一
連
の
経
緯
を
整

理
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
ま
ず
、「
麿
」
は
「
桜
大
娘
」
の
言

葉
に
従
っ
て
酒
を
借
り
る
。「
和
尚
」
は
「
経
文
」
の
解
釈
で
「
麿
」

な
ら
ぬ
「
牛
」
を
使
役
す
る
。「
寺
男
」
は
「
和
尚
」
に
「
い
か
に
し

て
麿
を
所
有
す
る
か
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
」
を
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
ま

ま
に
、
そ
の
言
葉
に
疑
義
を
抱
か
ず
「
牛
」
を
酷
使
す
る
。「
麿
」
は

「
二
斗
の
酒
」
の
借
金
に
関
わ
っ
て
、「
経
文
」
と
そ
れ
を
説
く
「
和

尚
」
の
言
葉
に
よ
り
、
死
後
「
牛
」
に
変
え
ら
れ
る
。 

共
通
し
て
確
認
で
き
る
の
は
、「
経
文
」
や
「
和
尚
」
の
言
葉
と
い

っ
た
、
外
部
の
規
律
に
自
己
の
行
為
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
こ

と
に
無
自
覚
な
様
子
で
あ
る
（
１
５
）
。
彼
ら
の
「
精
神
」
の
あ
り
よ
う

と
〈
評
論
〉
に
て
批
判
の
対
象
と
さ
れ
て
い
た
「
農
民
」
の
「
精
神
」

の
あ
り
よ
う
と
の
類
似
を
確
認
し
、
件
の
末
尾
の
解
釈
に
移
り
た
い
。 

「
私
」
は
先
に
見
た
「
成
実
論
」
の
一
節
を
削
除
し
、「
和
尚
」
が

「
桜
大
娘
」
の
い
る
村
を
通
っ
た
「
あ
る
日
の
こ
と
」
を
末
尾
に
て
次
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の
よ
う
に
記
す
。 

 

[

和
尚
は]

牛
に
な
つ
た
男
の
女
房
だ
つ
た
女
が
川
で
洗
濯
し

て
ゐ
る
の
を
見
か
け
た
。
こ
の
女
は
男
が
死
ぬ
と
何
日
も
た
た

な
い
う
ち
に
別
の
男
の
と
こ
ろ
へ
お
嫁
に
行
つ
て
暮
し
て
を

り
、
今
し
も
男
の
フ
ン
ド
シ
を
洗
濯
し
て
ゐ
る
。[

中
略]

「
ウ

ム
、
お
互
ひ
に
、
ま
ア
、
達
者
で
し
あ
は
せ
と
い
ふ
も
の
だ
。

と
こ
ろ
で
、
つ
か
ぬ
こ
と
を
訊
く
や
う
だ
が
、
お
前
さ
ん
は
こ

の
一
月
ほ
ど
、
牛
が
で
て
、
そ
の
な
ん
だ
な
、
蹴
と
ば
さ
れ
る

や
う
な
夢
を
み
な
か
つ
た
か
な
」
／
「
な
ん
の
話
だ
ね
。
藪
か

ら
棒
に
。和
尚
さ
ん
は
人
を
か
ら
か
つ
て
ゐ
る
よ
」／「
い
や
、

な
に
、
た
だ
、
牛
の
夢
に
う
な
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
か
と
い
ふ

の
だ
よ
」
／
「
そ
ん
な
を
か
し
い
夢
を
見
る
者
が
あ
る
も
の
か

ね
。
ほ
ん
と
に
意
地
の
悪
い
い
た
づ
ら
者
だ
よ
、
和
尚
さ
ん
は
」

／
女
は
馬
鹿
み
た
い
に
ア
ハ
ハ
ア
ハ
ハ
と
笑
つ
た
。
和
尚
は
て

れ
て
、
ひ
き
さ
が
つ
て
き
た
。（
一
六
八
頁
） 

 
 こ

の
箇
所
に
つ
い
て
宮
澤
は
、「「
経
文
」
を
理
由
に
「
牛
」
を
所

有
し
て
い
た
和
尚
が
、
た
だ
の
「
い
た
づ
ら
者
」
へ
と
卑
小
化
さ
れ

る
瞬
間
」
と
し
、「
女
は
端
的
に
、「
経
文
」
か
ら
世
界
を
見
る
こ
と

を
笑
い
と
ば
し
て
い
る
」
と
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
彼
女
の
こ
の
振

る
舞
い
に
、「「
経
文
」
が
「
土
」
と
同
様
に
人
間
の
思
考
を
拘
束
し

て
い
る
」
様
を
「
解
放
」
す
る
可
能
性
を
見
て
取
っ
て
い
る
。 

一
方
、
先
に
確
認
し
た
よ
う
に
「
麿
」
と
寺
男
の
振
る
舞
い
も
、

「
和
尚
」
の
そ
れ
と
ほ
と
ん
ど
性
格
を
同
じ
く
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と

を
踏
ま
え
る
と
、
宮
澤
の
指
摘
は
、「
麿
」
と
「
寺
男
」
に
も
敷
衍
す

る
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、「
桜
大
娘
」
は
三
者
を
「
笑
い

と
ば
」
す
存
在
に
見
え
る
。
藤
原
が
「
来
世
ま
で
「
損
得
勘
定
」
に

縛
ら
れ
る
男
た
ち
の
姿
と
、
一
見
同
じ
土
俵
の
上
で
交
渉
し
て
い
た

か
の
よ
う
に
見
え
な
が
ら
、
実
は
全
く
違
っ
た
次
元
」
に
お
り
、
彼

ら
を
笑
い
飛
ば
す
彼
女
と
の
対
比
を
見
て
取
っ
て
い
る
の
は
、
こ
の

関
係
を
言
い
当
て
て
い
る
だ
ろ
う
。 

 
 

以
上
を
総
合
す
る
と
、〈
評
論
〉
と
〈
創
作
〉
で
は
、「
桜
大
娘
」

と
「
私
」、
そ
し
て
「
麿
」
ら
三
人
と
「
農
民
」
と
が
、
一
見
そ
れ
ぞ

れ
ア
ナ
ロ
ジ
カ
ル
な
関
係
に
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
た
だ
、
こ
こ
で

は
〈
創
作
〉
に
て
書
き
換
え
ら
れ
た
「
桜
大
娘
」
の
設
定
に
つ
い
て

踏
み
と
ど
ま
っ
て
考
え
て
み
た
い
。 

す
る
と
、
彼
女
が
「
麿
」
と
結
婚
す
る
時
に
「
よ
そ
の
後
家
」
で

あ
り
、「
麿
」
の
死
後
す
ぐ
に
「
別
の
男
」
と
暮
ら
し
て
い
た
こ
と
が

注
目
さ
れ
る
。
彼
女
は
作
中
で
三
人
の
男
と
の
生
活
を
送
っ
て
お
り
、

そ
の
こ
と
を
一
向
に
気
に
掛
け
て
い
な
い
。
そ
し
て
、「
麿
」
が
「
和

尚
」
に
よ
っ
て
死
後
の
労
働
を
宣
告
さ
れ
た
際
、「
お
前
さ
ん
経
文
に

あ
る
こ
と
だ
か
ら
仕
方
が
な
い
よ
」
と
、「
経
文
」
と
そ
れ
に
基
づ
く

「
和
尚
」
の
言
葉
を
盲
目
的
に
受
け
止
め
て
も
い
た
。
彼
女
も
ま
た
、

婚
姻
制
度
や
「
経
文
」、「
和
尚
」
の
言
葉
な
ど
に
自
身
の
行
為
を
規

定
さ
れ
て
い
な
が
ら
、
そ
れ
に
無
自
覚
な
こ
と
が
確
認
で
き
る
。 

つ
ま
り
、〈
創
作
〉
に
て
語
ら
れ
る
人
物
は
「
桜
大
娘
」
を
含
め
、

程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
外
部
の
規
律
に
自
身
の
行
為
が
規
定
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
こ
と
に
対
し
て
無
自
覚
と
言
え
る
。
こ
の
よ
う
に
、〈
創

作
〉
の
検
討
か
ら
は
、
宮
澤
と
藤
原
両
論
か
ら
総
合
的
に
導
出
さ
れ
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た
「
桜
大
娘
」
と
「
私
」、
そ
し
て
「
麿
」
ら
三
人
と
「
農
民
」
と
い

う
ア
ナ
ロ
ジ
ー
の
不
成
立
が
う
か
が
え
る
。
そ
れ
は
、「
桜
大
娘
」
も

「
麿
」
ら
と
大
差
が
な
い
人
物
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。 で

あ
れ
ば
、
こ
の
典
拠
か
ら
の
書
き
換
え
は
、
ど
の
よ
う
に
意
味

づ
け
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
書
き
換
え
の
意
味
を
考
え
る
た
め
、

次
節
で
は
本
項
の
分
析
と
〈
評
論
〉
の
分
析
と
を
併
せ
考
え
る
。
こ

の
こ
と
で
、
メ
タ
小
説
と
し
て
の
本
作
に
て
、〈
評
論
〉
の
あ
と
に
「
予

定
通
り
」
に
「
書
き
た
」
さ
れ
て
接
続
さ
れ
る
〈
創
作
〉
の
意
味
づ

け
、
ひ
い
て
は
本
作
全
体
の
意
味
づ
け
を
行
い
た
い
。 

 

五
、〈
評
論
〉
と
〈
創
作
〉
の
接
続 

 
 
 
 
 
 

―
ま
と
め
に
か
え
て

― 
 

前
節
で
は
、
主
に
典
拠
か
ら
の
書
き
換
え
に
注
目
し
て
〈
評
論
〉

と
〈
創
作
〉
を
見
て
き
た
。
議
論
を
改
め
て
簡
単
に
整
理
す
る
と
、

以
下
の
よ
う
に
な
る
。 

ま
ず
〈
評
論
〉
で
は
、
小
説
家
の
「
私
」
が
自
身
の
語
り
の
性
格

を
、
本
作
を
「
原
稿
用
紙
」
の
上
で
「
作
る
」
と
い
う
行
為
遂
行
的

な
営
み
と
し
て
規
定
す
る
。
す
な
わ
ち
、
本
作
は
メ
タ
小
説
と
し
て

の
性
格
が
付
与
さ
れ
る
。
そ
の
上
で
、「
作
る
と
い
ふ
こ
と
」
を
基
点

に
し
た
「
農
民
」
と
小
説
家
の
「
私
」
と
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
が
設
定
さ

れ
る
。 

「
私
」
は
瀧
川
政
次
郎
『
生
活
』
を
典
拠
に
「
日
本
の
歴
史
」
を
「
土

と
農
民
」
の
歴
史
と
し
て
想
定
し
、「
農
民
」
の
「
精
神
」
を
批
判
す

る
。「
私
」
が
批
判
す
る
の
は
、「
農
民
」
が
名
目
と
し
て
の
〈
制
度
〉

に
す
ぎ
な
か
っ
た
「
大
化
改
新
」
で
打
ち
出
さ
れ
た
公
地
公
民
制
に

と
ら
わ
れ
た
ま
ま
、
そ
れ
に
無
自
覚
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
最
終
的
に

「
私
」
は
、「
農
民
」
の
「
精
神
」
を
「
改
良
」
す
る
契
機
を
主
張
す

る
。
そ
れ
は
、「
土
」
を
「
寸
土
」、「
土
地
」
と
し
て
規
定
す
る
〈
制

度
〉
に
目
を
向
け
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
「
土
」
と
自
身
と
の
関
係
性

に
目
を
向
け
る
こ
と
で
あ
る
。 

そ
し
て
、「
★
」
の
直
前
で
「
土
」
は
、
典
拠
に
言
葉
の
上
で
接
続

さ
れ
る
。『
日
本
霊
異
記
』
に
材
を
取
っ
た
「
土
の
中
か
ら
生
ま
れ
た

小
さ
な
話
」
と
し
て
の
〈
創
作
〉
が
「
予
定
通
り
」
に
「
書
き
た
」

さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
外
部
の
規
律
に
自
身
の
行
為
が
規
定
さ
れ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
に
無
自
覚
な
「
麿
」「
和
尚
」「
寺
男
」

「
桜
大
娘
」
が
提
示
さ
れ
て
い
た
。 

以
上
の
よ
う
に
振
り
返
っ
た
上
で
、〈
評
論
〉
に
て
「
農
民
」
批
判

を
展
開
す
る
際
に
「
私
」
が
典
拠
を
活
用
す
る
次
の
箇
所
に
注
目
し

た
い
。 

 

今
昔
物
語
に
か
う
い
ふ
話
が
あ
る
。
／
信
濃
の
国
司
に
藤
原
陳

忠
と
い
ふ
男
が
あ
つ
た
が
、
任
を
果
た
し
て
京
へ
帰
る
こ
と
と

な
り
深
山
を
越
え
て
行
く
と
、
架
橋
の
上
で
馬
を
す
べ
ら
し
て

諸
共
に
谷
底
へ
落
ち
て
し
ま
つ
た
。[

中
略]

こ
の
話
は
昔
か
ら

国
司
や
地
頭
の
貪
欲
を
笑
ふ
材
料
に
使
は
れ
て
を
つ
て
、
今
昔

物
語
に
も
、
こ
の
あ
と
に
尚
数
行
あ
り[

後
略]

（
一
六
〇-

一

六
二
頁
） 
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こ
こ
で
は
、「
私
」
が
『
今
昔
物
語
集
』
と
い
う
典
拠
に
言
及
し
つ

つ
、
そ
れ
を
書
き
換
え
な
が
ら
「
原
稿
用
紙
」
の
上
に
書
い
て
い
る

こ
と
を
確
認
し
た
い
。
同
様
の
こ
と
は
他
に
も
、「
江
戸
時
代
の
田
中

丘
隅
と
い
ふ
農
政
家
が
」、「
平
安
朝
の
昔
、
大
伴
今
人
と
い
ふ
国
守

が
」
や
「
淳
和
天
皇
の
頃
、
美
濃
の
国
守
の
藤
原
高
房
と
い
ふ
人
が
」

な
ど
に
も
見
え
る
。
先
述
の
よ
う
に
、
本
作
に
て
典
拠
は
、「
土
」
と

等
号
関
係
の
も
の
と
し
て
、「
私
」
に
理
解
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、

そ
れ
だ
け
で
は
「
思
索
」
も
「
推
敲
」
し
な
い
も
の
で
あ
る
。
小
説

家
の
「
私
」
が
「
思
索
」
と
「
推
敲
」
を
交
え
て
「
原
稿
用
紙
」
の

上
に
書
く
こ
と
で
、
こ
れ
ら
は
「
小
説
」（
の
一
部
）
と
な
る
の
だ
。 

繰
り
返
す
が
、「
私
」
が
批
判
す
る
の
は
、
自
身
を
規
律
す
る
〈
制

度
〉
に
目
を
向
け
て
い
な
い
「
農
民
」
の
「
精
神
」
で
あ
っ
た
。
こ

れ
に
関
わ
っ
て
、
小
説
家
の
「
私
」
が
経
験
し
た
「
新
聞
紙
」
を
め

ぐ
る
「
新
聞
記
者
」
の
「
親
父
」
と
の
、
そ
し
て
「
レ
タ
ー
・
ペ
ー

パ
ー
」
と
「
原
稿
用
紙
」
を
め
ぐ
る
「
友
達
の
画
家
」
と
の
、
そ
れ

ぞ
れ
意
見
の
相
違
を
め
ぐ
る
二
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
冒
頭
で
繰
り

返
し
て
い
た
こ
と
を
思
い
起
こ
し
た
い
。 

こ
の
行
為
は
、
小
説
家
の
「
私
」
に
と
っ
て
「
原
稿
用
紙
」
が
ま

さ
に
自
身
に
と
っ
て
〈
制
度
〉
と
し
て
あ
る
こ
と
を
執
拗
に
確
認
す

る
も
の
と
言
え
る
。「
私
」
は
、
本
作
を
書
く
行
為
が
「
原
稿
用
紙
」

と
い
う
〈
制
度
〉
の
下
に
あ
る
こ
と
に
自
覚
的
で
あ
る
。 

こ
の
点
に
お
い
て
「
寸
土
」
で
耕
作
す
る
「
農
民
」
同
様
に
、「
原

稿
用
紙
」
の
枠
内
で
「
作
る
」
ほ
か
な
い
「
私
」
は
、「
農
民
」
や
〈
創

作
〉
の
登
場
人
物
ら
と
決
定
的
に
異
な
る
。〈
創
作
〉
は
、〈
制
度
〉

と
自
身
の
関
係
性
に
目
を
向
け
な
い
「
農
民
」
に
対
す
る
批
判
の
実

践
と
な
っ
て
い
る
。「
桜
大
娘
」
の
設
定
に
よ
る
、
彼
女
と
「
私
」
と

の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
の
不
成
立
は
、
こ
の
点
に
お
い
て
重
要
だ
。 

以
上
を
踏
ま
え
、「
私
」
の
行
為
を
次
の
よ
う
に
整
理
し
た
い
。
す

な
わ
ち
、「
農
民
」
が
「
土
」
を
「
土
地
」
に
規
定
す
る
〈
制
度
〉
に

無
自
覚
で
あ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
彼
ら
を
批
判
す
る
こ
と
。
そ
し

て
、
自
身
の
領
分
で
あ
る
〈
創
作
〉
に
て
、「
土
」
な
ら
ぬ
典
拠
を
〈
制

度
〉
と
し
て
の
「
原
稿
用
紙
」
の
枠
内
に
お
い
て
「
思
索
」「
推
敲
」

を
交
え
「
小
説
」
と
し
て
「
改
良
」
す
る
こ
と
で
、〈
制
度
〉
と
の
自

身
の
主
張
す
る
関
係
性
の
あ
り
う
べ
き
構
築
可
能
性
を
示
す
こ
と
。

こ
の
意
味
で
、〈
創
作
〉
は
「
予
定
通
り
」
に
置
か
れ
て
い
る
。 

安
吾
が
戦
後
初
め
て
執
筆
し
た
と
思
し
い
「
土
の
中
か
ら
の
話
」

で
は
、「
作
る
と
い
ふ
こ
と
」
に
は
ら
ま
れ
る
問
題
と
し
て
〈
制
度
〉

に
対
す
る
〈
個
人
〉
の
対
峙
の
仕
方
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
本
作
は
、

「
私
」
が
如
上
の
問
題
に
対
し
て
〈
制
度
〉
に
自
覚
的
で
あ
る
こ
と
の

必
要
を
主
張
し
、
実
践
し
た
メ
タ
小
説
と
し
て
意
味
づ
け
ら
れ
る
。

安
吾
の
戦
後
の
出
発
は
、「
作
る
と
い
ふ
こ
と
」
を
媒
介
に
自
身
の
創

作
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
直
す
営
み
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。 

 注 （
１
）
引
用
は
『
坂
口
安
吾
全
集
１
６
』（
二
〇
〇
〇
・
四
、
筑
摩
書
房
、
一

三
頁
）
よ
り
。 

（
２
）『
道
鏡
』「
後
記
」
に
あ
る
「
終
戦
後
の
作
品
以
外
の
も
の
は
、
私
が

三
十
歳
前
後
に
「
作
品
」
と
い
ふ
雑
誌
に
書
い
た
も
の
」
と
い
う
文
言

も
傍
証
と
な
る
。
本
稿
は
後
注
５
宮
澤
論
、
同
６
藤
原
論
の
立
場
を
継

承
し
て
い
る
。 
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（
３
）
安
藤
宏
・
大
原
祐
治
・
十
重
田
裕
一
編
『
坂
口
安
吾
大
事
典
』（
二
〇

二
二
・
六
、
勉
誠
出
版
）
所
収
の
七
北
数
人
「
坂
口
安
吾
年
譜
」
を
参

照
。 

（
４
）
ほ
か
に
、「
一
種
の
残
酷
物
語
だ
が
、
土
や
農
民
、
そ
し
て
女
の
執
念

に
対
す
る
作
者
の
や
り
き
れ
な
い
嫌
悪
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。」
と
す

る
奥
野
健
男
（『
坂
口
安
吾
』、
一
九
七
二
・
九
、
文
藝
春
秋
社
）
や
、

「
安
吾
は
、
農
民
の
「
損
得
観
念
」
や
「
排
他
思
想
」
に
凝
り
固
ま
っ

た
姿
を
、
揶
揄
的
な
筆
で
軽
妙
に
描
き
出
し
て
い
る
」
と
す
る
川
村
湊

「
解
説 

安
吾
の
「
ふ
る
さ
と
」」（『
桜
の
森
の
満
開
の
下
』、
一
九
八

九
・
四
、
講
談
社
）
が
あ
る
。 

（
５
）
宮
澤
隆
義
『
坂
口
安
吾
の
未
来 

危
機
の
時
代
と
文
学
』（
二
〇
一
五
・

二
、
新
曜
社
、
一
四
六-

一
六
六
頁
） 

（
６
）『
国
語
と
国
文
学
』
第
九
九
巻
第
九
号
（
二
〇
二
二
・
九
、
東
京
大
学

国
語
国
文
学
会
、
三
二-

四
八
頁
） 

（
７
）
宮
澤
は
、「
地
方
文
化
の
確
立
に
つ
い
て
」
を
「
評
論
」
と
し
て
お
り
、

藤
原
は
「
茶
番
に
寄
せ
て
」（
一
九
三
九
・
四
、『
文
体
』）
を
「
エ
ッ
セ

イ
」
と
す
る
よ
う
に
、
本
作
以
外
の
安
吾
作
品
に
つ
い
て
小
説
か
否
か

と
い
う
区
分
を
議
論
の
中
で
提
示
し
て
い
る
。 

 

（
８
）
た
だ
し
、
荻
久
保
泰
幸
・
島
田
昭
男
・
矢
島
道
弘
編
『
国
文
学
解
釈

と
鑑
賞
別
冊 

坂
口
安
吾
事
典
［
事
項
編
］』（
二
〇
〇
一
・
一
二
、
至

文
堂
）
所
収
の
池
内
輝
雄
編
「
坂
口
安
吾 

引
用
事
典
」
所
収
「
日
本

（
そ
の
他
）」
項
で
原
卓
史
が
『
民
間
省
要
』
を
、
同
「
日
本
（
古
典
）」

項
で
渡
邊
史
郎
が
「
寒
山
拾
得
」
以
外
を
そ
れ
ぞ
れ
藤
原
に
先
行
し
て

指
摘
し
て
い
る
。 

（
９
）
藤
原
の
言
及
は
な
い
が
、「
当
時
の
民
俗
は
役
夫
道
路
に
病
死
す
ば
、

路
頭
の
家
の
者
は
、
其
の
同
行
者
を
捉
へ
て
、
強
い
て
祓
除
せ
し
め
る

と
云
ふ
有
様
で
あ
つ
た
か
ら
、
行
路
病
者
と
な
つ
た
庸
調
の
脚
夫
は
、

人
の
恤
養
す
る
無
く
し
て
、
多
く
山
野
に
野
た
れ
死
し
た
」
と
い
う
『
生

活
』
下
巻
（
八
五
頁
）
の
記
述
は
、
本
作
の
農
民
が
旅
人
の
死
体
を
見

捨
て
る
と
い
う
逸
話
の
典
拠
だ
ろ
う
。
な
お
、
こ
の
対
応
関
係
に
つ
い

て
原
卓
史
は
『
坂
口
安
吾
大
事
典
』
所
収
の
「
土
地
（
ロ
ー
カ
リ
テ
ィ
）」

項
で
「
地
方
文
化
の
確
立
に
つ
い
て
」
と
の
対
応
を
指
摘
し
て
い
る
。 

（
１
０
）
た
だ
し
、『
民
間
省
要
』
と
「
寒
山
拾
得
」
は
『
生
活
』
に
は
見
え

な
い
。
安
吾
に
よ
る
こ
れ
ら
の
受
容
の
実
態
は
、
本
稿
執
筆
時
点
で
不

明
で
あ
る
。 

（
１
１
）
宗
像
和
重
『
投
書
家
時
代
の
森
鷗
外 

草
創
期
活
字
メ
デ
ィ
ア
を

舞
台
に
』（
二
〇
〇
四
・
七
、
岩
波
書
店
、
一
一
五-

一
三
四
頁
） 

（
１
２
）
藤
原
は
、「
土
地
の
私
有
」
を
否
定
し
、「
土
地
の
国
有
」
を
言
う

本
作
の
箇
所
に
つ
い
て
、「「
土
地
の
国
有
」
化
は
、「
大
化
改
新
」
で
既

に
実
現
さ
れ
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
れ
が
な
し
崩
し
に
な
っ
て

「
殆
ど
変
化
と
い
ふ
も
の
が
な
」
い
「
農
村
」
や
「
農
民
」
の
現
状
が

あ
る
わ
け
で
、
た
と
え
ま
た
「
土
地
の
国
有
」
化
が
な
さ
れ
た
と
し
て

も
、
そ
れ
が
「
農
村
に
本
質
的
な
変
化
や
進
化
」
を
も
た
ら
す
か
ど
う

か
は
疑
問
な
し
と
は
し
な
い
」
と
し
て
本
作
に
「
大
き
な
矛
盾
」
を
見

て
取
る
。
し
か
し
、
こ
の
見
立
て
は
、
前
提
と
な
る
〈
制
度
〉
が
建
て

前
な
の
か
否
か
と
い
う
判
断
を
捨
象
し
て
成
立
し
て
い
る
。 

（
１
３
）
本
箇
所
に
つ
い
て
宮
澤
は
、「
地
方
文
化
の
確
立
に
つ
い
て
」
の
「
歴

史
家
は
土
地
制
度
の
欠
陥
が
貴
族
を
ふ
と
ら
せ
た
り
武
士
を
発
生
さ

せ
た
と
言
ふ
の
で
あ
る
が
、
見
方
を
変
へ
る
と
、
土
地
制
度
の
欠
陥
を

利
用
し
た
農
民
達
の
狡
猾
さ
が
日
本
を
動
か
す
原
動
力
に
な
つ
て
ゐ
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た
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
」
と
い
う
記
述
か
ら
「「
主
体
」
が
可
能
か
否

か
と
い
う
問
題
に
行
く
よ
り
も
ま
ず
、「
土
地
」
の
持
つ
力
に
即
し
て
既

に
「
主
体
」
が
あ
る
形
で
構
成
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
」
こ
と
が
問
題

視
さ
れ
て
い
る
と
す
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
む
し
ろ
「
土
」
が
「
土

地
」
に
変
え
ら
れ
る
こ
と
へ
の
無
自
覚
さ
が
言
わ
れ
て
い
る
と
見
た
い
。 

（
１
４
）『
日
本
霊
異
記
』
当
該
話
の
引
用
は
、「
土
の
中
か
ら
の
話
」
全
体

の
典
拠
で
も
あ
る
、『
生
活
』
に
て
参
照
さ
れ
て
い
る
『
群
書
類
従
』
第

一
七
輯
（
一
八
九
四
・
八
、
経
済
雑
誌
社
）
か
ら
で
あ
る
。 

（
１
５
）「
和
尚
」
が
「
牛
」
を
解
放
す
る
こ
と
に
、
彼
の
「
損
得
勘
定
」
を

見
て
取
る
こ
と
も
可
能
だ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
は
「「
経
文
」
の
法
解
釈
に

よ
っ
て
所
有
さ
れ
た
牛
は
、
同
じ
く
法
解
釈
の
形
を
と
っ
て
一
応
解
放

さ
れ
る
」
と
い
う
宮
澤
の
指
摘
に
従
い
た
い
。 

 

※
「
土
の
中
か
ら
の
話
」
の
本
文
引
用
は
単
行
本
『
道
鏡
』（
一
五
一

-

一
六
八
頁
）
に
拠
っ
た
。 

※
引
用
文
中
の
「
／
」
は
改
行
を
、[ 

]

は
稿
者
に
よ
る
補
足
を
示

す
。
引
用
文
中
の
傍
点
は
原
文
マ
マ
で
あ
り
、
旧
字
体
は
適
宜
通
行

の
も
の
に
改
め
た
。
ま
た
引
用
文
中
に
お
け
る
書
誌
情
報
に
つ
い
て

割
愛
し
、
別
箇
所
で
当
該
情
報
を
補
っ
た
も
の
も
あ
る
。 

※
本
稿
は
、
坂
口
安
吾
研
究
会
第
四
〇
回
研
究
集
会
で
の
口
頭
発
表

（「
坂
口
安
吾
「
土
の
中
か
ら
の
話
」
論

―
典
拠
お
よ
び
「
私
」
語

り
に
注
目
し
て

―
」）
の
内
容
に
大
幅
な
加
筆
修
正
を
施
し
た
も

の
で
あ
る
。 

 

（
た
な
か 

そ
う
い
ち
／
本
学
博
士
前
期
課
程
） 
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